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１．事業の概要
事業の概要

平成６年度用地着手

平成８年度工事着手

Ｌ＝4.9km （L=2.3km (2/4) ､L=2.6km (2/2) ）供用延長

約86％ (平成22年３月末現在)事業進捗率

平成３年４月都市計画決定

282億円全体事業費

21,000台／ 日計画交通量

区 間

み かた み はま さ た

（起）福井県三方郡美浜町佐田
み かた み はま さ がき

（終）福井県三方郡美浜町佐柿

道路延長 Ｌ＝4.9ｋｍ

構造規格
佐田～美浜IC(仮称) (Ｌ＝2.3km) 第３種第１級
美浜IC(仮称)～佐柿 (Ｌ＝2.6km) 第３種第２級

設計速度
佐田～美浜IC(仮称) 80ｋｍ／ｈ
美浜IC(仮称)～佐柿 60ｋｍ／ｈ

車 線 数
佐田～美浜IC(仮称) ４車線
美浜IC(仮称)～佐柿 ２車線

標準幅員
佐田～美浜IC(仮称) Ｗ＝24.5m
美浜IC(仮称)～佐柿 Ｗ＝14.5m

事 業 化 平成３年度

用地取得率 99％ （面積ベース、同上)

事業の目的

位置図
N

単位 [ｍ]

写
真

２車線（美浜IC(仮称)～佐柿)）

金山バイパス

■高速道路へのアクセス強化
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小浜西IC

大飯高浜IC舞鶴東IC 近畿自動車道敦賀線

若狭湾

NN

交通量

（台/日）

54百台/日 増
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出典：道路交通ｾﾝｻｽ

H21 福井河川国道事務所調査

H20年度2車線供用
(町道坂尻太田線～佐柿)

H15年度暫定2車線供用
(佐田～町道坂尻太田線)

調査位置凡例

： 現道(国道27号)

： バイパス(美浜東BP)

増加

10,661

14,847

16,981

11,503

13百台/日 増

Ａ Ａ 断面交通量

(H21.10.15)

■美浜東バイパスの暫定２車線供用に伴い、国道27号の交通量は減少していますが、断面交通量は
増加しています。

■美浜東バイパスのある美浜町では、就業者・就学者の約３割が敦賀市内へ通勤・通学しており、敦賀
市との結び付きが強い地域です。

■高速道路無料化の社会実験後の府県境の断面交通量は平日では15％、休日では25％増加してい
ます。近畿自動車道敦賀線の未供用区間に並行する国道27号では平日、休日ともに増加しています。

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２．事業の必要性等に関する視点
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【国道27号･美浜東バイパスの交通量の推移】

【美浜町在住の就業者･
就学者の通勤通学先構成比】

出典：国勢調査 H17年

美浜町
60%

若狭町
8%

その他
5% 敦賀市

27%

バイパス部の交通
容量160百台/日

Ａ

Ａ

佐田交差点

金山バイパス

～高速道路無料化の社会実験における交通量の変化～

国道27号

H22福井河川国道事務所調査：実験前(H22.6.22)実験中（H22.6.29) 

国道27号
約３割が敦賀市へ

敦賀線 0
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敦賀線
2,254
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12,594
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9,489

14,848 17,113
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11,647
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12,499

15%増 7%増
■断面１

■敦賀線開通断面（高浜町） ■敦賀線未開通断面（若狭町）
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■国道27号山上交差点では、著しい渋滞が発生していました。美浜東バイパスの整備により、バイパ
スと現道に交通が分散したため、山上交差点の渋滞が解消しました。

■供用後の現道の交通量は供用前と比較すると約７割減となりました。

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化（暫定供用の効果）

２．事業の必要性等に関する視点
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渋
滞
の
解
消

供用前

■国道27号山上交差点の渋滞状況

供用後

佐田交差点

■交通量の転換

■国道27号山上交差点の渋滞長変化
0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

H21.8. 7(金)

H18.7.28(金)

観測時間：7時～9時 福井河川国道事務所調査

通過時間：19分

通過時間：0分

渋滞長（ｍ）

渋滞解消

供用後

供用前

3,000

0

写真

交通がバイパス
に転換

134現道部

36

（百台/日）

出典 供用前：福井河川国道事務所調査(H20.11.12)
供用後：福井河川国道事務所調査(H21.10.15)

(H18.7.28) (H21.8.7)

現道部

バイパス部

国道27号

現道の交通
が７割減少



美浜東バイパス

２）事業の整備効果（高速道路へのアクセス強化）
２．事業の必要性等に関する視点
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■美浜東バイパスは隣接する金山バイパスとともに、平成26年度に供用が予定されている近畿自動車
道敦賀線の美浜IC（仮称）へのアクセス道路となり、地域の中心都市である『敦賀市』、特に日本海側
(九州を除く)では貨物取扱量第２位であり、輸出入コンテナ量の伸びが顕著な物流拠点『敦賀港』への
アクセス強化が期待されます。

■敦賀港の貨物は、関西方面への流動が約８～９割を占め、平成22年10月12日には鞠山南地区多目的
国際ターミナルが完成し、今後予定されている近畿自動車道敦賀線の美浜IC（仮称）の供用によりアク
セス強化が図られ、物流の活発化が期待されます。

【敦賀港の貨物流動状況】

県 敦賀美浜線

※「TEU」： Twenty-foot Equivalent Units
20ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ数に換算した貨物取扱量（1TEU=20ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ1個）。

【敦賀港の輸出入貨物取扱量の推移】
(TEU)

出典：国土交通省総合政策局情報管
理部調査 H16.10月1日～10月31日

搬出・搬入先の方向別内訳

63.2%

46.0% 9.6%

14.8%

31.5% 9.9%

2.5%

2.2%

1.3%

0.8%

2.3% 15.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

搬入

搬出

中京西日本
その他
近畿

大阪・兵庫 滋賀京都

出典：福井県企業誘致課調査 H22年
港湾統計（年報） H20年

※敦賀港は日本海側
（九州を除く）では貨物
取扱量 第２位

〔日本海側の港湾貨物取扱量〕

小樽港
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伏木富山
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舞鶴港
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秋田港
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12%
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24%
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30% 133百万ﾄﾝ

N

敦賀市街

敦賀港

美浜東バイパス

写真

出典：国土交通省総合政策局
情報管理部調査 H16.10月

搬出で約９割

搬入で約８割
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ＲＯＲＯ船岸壁

ＪＲ北陸本線

新港地区
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N

出典：(社)敦賀港振興協会

敦賀港

敦賀バイパス

北陸自動車道

凡 例
1～9月
通年

凡 例
1～9月
通年
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２．事業の必要性等に関する視点
３）事業の投資効果

■便益（Ｂ）
費用便益分析マニュアルに基づき、現時点における知見により、十分な精度で計測が可能でかつ金
銭表現が可能である「走行時間短縮」、「走行経費減少」、「交通事故減少」について、道路整備の有
無それぞれについて推計し算出。

■費用（Ｃ）
道路整備に係る建設費、及び維持管理費で算出。

■算出条件等

基準年 ：平成22年度
検討期間 ：50年間
現在価値算出のための

社会的割引率：４％
交通量の推計時点 ：平成42年度
推計に用いた資料 ：平成17年度

道路交通センサス
適用した費用便益分析

マニュアル：平成20年11月版
事業費 ：282億円
維持管理費 ：29.9百万円/km
作成主体 ：近畿地方整備局

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である
※２ 便益・費用の合計値については表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある
※３ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している

■事業全体
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

541億円 14億円 600億円 

総費用

362億円 

■残事業
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

154億円 0.95億円 164億円 

総費用

44億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

44億円 

1.7
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

336億円 26億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

9.2億円 

3.8
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

31億円 12億円 



平成22年10月14日 土政推第373号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

４）関係自治体の意見等

２．事業の必要性等に関する視点
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■福井県知事

地域計画等への位置付け
■第５次敦賀市総合計画 第３期基本計画（平成19年３月）
■福井県原子力発電施設等立地地域の振興に関する計画（平成14年３月）
■福井県都市計画マスタープラン（平成16年５月）
□敦賀バイパス道路建設促進期成同盟会（S48.４設立、敦賀市長、美浜町長、若狭町長）

１．美浜東バイパスの対応方針（原案）「事業継続」については異存なし。

美浜東バイパスは、金山バイパスとともに、平成２６年度（舞鶴若狭自動車道の

全線供用予定）までのできるだけ早い時期の供用を目指すとともに、一層のコスト

縮減に努めること。

また、佐田トンネルと旗護山トンネルの整備に当たっては、災害や緊急の際の

通信通話環境を確保するため必要な措置を講じること。



３．事業の進捗の見込みの視点
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■美浜東バイパスは、平成20年度までに暫定２車線で供用しています。

■残る４車線化区間については、トンネル・改良工事を推進しています。

■引き続き事業を推進し、早期の供用を目指します。

用 地

工 事

区 間

100% (H6～H18)

佐柿～美浜IC(仮称) (L=2.6km)

完成２車線供用中 (H20～)

美浜IC(仮称)～佐田 (L=2.3km)

４車線化 トンネル・改良工事推進中(H20～ )

99% (H20～)

金山バイパス

美浜IC(仮称)取付部詳細設計中測量･設計等

計

約99%

約86%
暫定２車線供用中(H15～ )



【全体事業費の変更】
軟弱地盤対策や破砕帯への対策等に約２３．２億円の増額が発生した

ため、全体事業費が増額となる。
トンネル断面の縮小や、排水構造物及び補強土壁における新工法の活

用等でコスト縮減を図り、増額を最小限に抑える。
２６０億円(変更前）＋約２３．２億円（増加）－約１．３６億円（縮減）

＝２８２億円

４．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
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■主な増額要因

L=4.0m

地盤対策（山上地区）地盤改良・・軟弱地盤層の地盤改良（14.0億円）

トンネル掘削時軟弱地盤対策（佐田トンネル（下り線）､国吉城トンネル）
・・補助工法の施工（5.1億円）

地盤改良機械

【対策位置図】 美浜東バイパス L=4.9km

５

１
２

３

３
２

８

４

７

７
６

地盤改良

１

２

３

４

法枠

押さえ盛土
当初

ブロック積擁壁

法面対策（佐田地区）・・地山状態が悪いため、法枠及び押さえ盛土を

施工（1.1億円）

法面対策（山上地区）・・破砕帯の発生で、法枠＋グランドアンカーの施

工（0.7億円）

落石防護柵

CL

情報化対応・・全区間に情報ボックスを整備（2.3億円）５

情報BOXの追加

グラウンドアンカーPCフレーム

破砕帯

CL

インバート

L=5.0m

補助工法

Ｄパターン：風化が進んだ脆弱な地層Bパターン：花崗岩等の強度がある地層



４．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
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■主な縮減対策

【対策位置図】 美浜東バイパス L=4.9km

５

１
２

３

３
２

８

４

７

７
６

上半単心円

58.0㎡

上半３心円

56.0㎡

新技術活用 佐田トンネル（上り線）断面縮小
・・トンネル断面縮小、排水構造物への新技術を活用（0.7億円）

６

長尺照明柱の採用（佐田トンネル坑口及び上野高架橋）

・・・長尺照明柱の採用による灯数削減（0.06億円）

７

従来灯具

（局部照明設置箇所に２灯設置）

柱高さ変更（8m→10m)、

及び灯具の器具仕様の見直しを

行い、照度範囲を広げることによ

り、照明灯の設置基数を削減

新技術活用 佐田地区盛土・・盛土工法に新技術を活用（0.1億円）８

佐田トンネル下り線
(歩道あり）

佐田トンネル上り線
(歩道なし）

佐田トンネル下り線

(歩道なし）

佐田トンネル上り線

（歩道あり）

JR軌道への影
響抑制

・・トンネル歩道位置の変更により、補助工法の施工範囲を縮小
（0.5億円）

新技術工法従来型工法



５．対応方針（原案） 国道27号 美浜東バイパス

美浜東バイパスは、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見
込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である。

１．事業の必要性等に関する視点

・美浜東バイパスのある美浜町では、就業者・就学者の約３割が敦賀市内へ通勤・通学し
ており、敦賀市との結びつきが強い地域です。
・美浜東バイパスの暫定２車線供用に伴い、国道27号の交通量は減少していますが、断
面交通量は増加しています。
・美浜東バイパスの整備により、国道27号山上交差点の渋滞が解消しました。
・美浜東バイパスは隣接する金山バイパスとともに、近畿自動車道敦賀線の美浜IC(仮称)
へのアクセス道路となり、地域の中心都市である『敦賀市』、輸出入コンテナ量の伸びが顕
著な物流拠点『敦賀港』へのアクセス強化が期待されます。
・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は事業全体で１．７、残事業で３．８。

２．事業進捗の見込みの視点

・美浜東バイパスは、平成20年度までに暫定２車線を供用しています。
・残る４車線化区間については、トンネル・改良工事を推進しています。
・引き続き事業を推進し、早期の供用を目指します。

事 業 継 続 10












































